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徳　育

個性を尊重して、
社会的規範、感動する心、
思いやりや感謝の心など

豊かな人間性を身につける。

知　育

自らの可能性を信じ、
知識・技術の練磨に努め

自分を高める努力を
重ねる。

（財）赤岩公徳体財団便り
赤岩公徳体財団理事長ご挨拶

理事長：赤岩達重

徳育・知育・体育の成長を図るため、スポーツ活動を通じて、世界に通用する
豊かな人格の涵養と自ら学び、個性を伸ばし、心身ともにたくましく、社会の
発展に寄与し、誇りを持てる青少年を育成する指導者を養成する。

理　念

自立する青少年
助け合う　・　学び合う　・　鍛え合う

体　育

 

1．さわやかな挨拶をします
2．思いやりと感謝の心を持ちます
3．率先して、目標に向かって常に努力します
4．自らの可能性を信じ、知識・技能の習得に努めます
5．スポーツを通じて、心身を鍛錬し自分自身を確立します

5つの誓い

優　勝　：　御野スポーツ少年団ソフトボール部 （岡山市）
準優勝 ：　佐良山スポーツ少年団 （津山市）
第３位　：　スターズソフトボールクラブ （井原市）
　　　    　　佐伯ソフトボールスポーツ少年団 （和気郡）

第７回メイトカップ争奪戦　（佐伯ソフトボールスポーツ少年団交歓大会）が開催されました

2012年10月20日（土）、佐伯ソフトボールスポーツ少年団交歓大会が開催されました。
大会当日は爽やかな秋晴れの下、県内トップクラスのチームも参加し、レベルの高い試合が
展開されました。大会の結果は以下の通りです。

【大会結果（表彰チーム）】

スポーツを通じて
他者と協調し

心身の健全な育成につとめ
共に生きる。

　日頃から皆様方には一方ならぬご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当財団の活動も７年目に入りました。これまでの活動を国から認めていただき、この４月１日
より公益法人の認可をいただく運びとなりました。より一層の熱意と内容の充実を目指してまい
る所存でございます。引き続きのご支援をお願い致します。

　さて、日本の政治も政権交代により経済の停滞、領土問題、災害復旧などさまざまな閉塞
状態がどのように改善され、展開していくのか、行く末が非常に懸念されるところであります。
鉄鋼・自動車・家電・サービスなどの業界のみならず、農林水産業においても、今や世界市
場の中で、どう生き残るかを問われる時代に入ってきております。揺るがぬ堅城と見られてい
た、大手電機メーカーが相次いで存亡の危機にあえいでいます。技術的優位性が薄れ、開
発途上国の追い上げは加速し、国内においては少子高齢化によって市場が細ってきている
のが、今日の姿であります。

　公益法人として新たなスタートを切りますが、皆様方のご協力をいただき、力強く活動してまいります。

　こうした現状にあって、世界の中での日本の役割や将来像を担っていく青少年の育て方はま
すます重要性が高くなってきた様に思われます。我々が目指しております『自立する青少年』の
育成には、現在の社会において一番沈下が著しい『徳育』を向上させることが急務であると強く
思われます。

優勝した御野ｽﾎﾟｰﾂ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部力いっぱい選手宣誓
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　　　（財）赤岩公徳体財団便りについて
　　　    　発  行  者　：　（財）赤岩公徳体財団事務局
　　　　   　　　　　 　　　　住所　：　〒７０９－０５１４　　岡山県和気郡和気町佐伯５２６－３
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　　　　　　　　　　　　　　　担当　：　井上・竹山
　　    　　発  行　：　年２回

　　　　ご意見・ご感想等ございましたら、こちらまでご連絡をお願い致します。

　　　　瀬戸内邑久ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団

◎応募資格
　　①岡山県内に所在するスポーツ少年団であること。
　　②スポーツ少年団に所属するチームであってその活動が活発であると財団が認めるもの。
◎助成対象
　　①スポーツの練習、試合を通じて発生する費用を対象とします。
　　②活動の為に必要な消耗品費、設備費、賃借料、光熱費などですが、飲食費、交際費は対象になりません。
　　③助成対象期間は募集年度と同じ２０１３年４月１日から２０１４年３月３１日までとします。
◎助成金額
　　１団体につき１０万円を上限とします。
◎応募方法
　　所定の応募用紙『活動助成申請書』にご記入の上ご提出ください。なお、応募用紙は公共の教育施設に
　　用意しております。また、株式会社メイト内 （財）赤岩公徳体財団事務局　Tel：０８６９-８８-０２４３　担当：井上
　　までご連絡くだされば、送付させていただきます。
◎応募期間
　　２０１３年２月２４日から２０１３年３月３１日まで
◎提出先
　　株式会社メイト内　（財）赤岩公徳体財団事務局　担当井上まで
　　　　　  [ 住所 ： 岡山県和気郡和気町佐伯５２６-３　Tel ： ０８６９-８８-０２４３ ]
　　なお、申請書の返却はいたしませんが、審査目的以外の使用は致しませんのでご了承ください。

財団法人　赤岩公徳体財団　2013年度助成金募集要綱
～礼儀・感謝の心を育てる徳育・知育・体育の向上を目指して～

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において
　伝えたいことや嬉しい出来事
　瀬戸内市が主幹の県大会でチーム初
　となる「第３位」になれた。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番
　 成長したこと
　仲間を信じ声を掛け合っていけた事で、
　個々の魅力を発揮しながら、１つのﾁｰﾑ
　として団結していけた。
③今年度の活動で一番苦労していること
　団員が増えず、来年度のﾁｰﾑを作ること
　が難しくなっている。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達に
　 どのように教えていただいているか
　常日頃から指導者の声掛けなどもあり、
　勉学に加え、積極的な挨拶、感謝の
　気持ち、思いやりを持てることなど、
　意識した活動ができている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
　団員が少なくなった今、活動費として
　有意義に使わせて頂きました。
　本当にありがとうございました。

大きな声で挨拶、
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの中は歩かない、
礼儀正しく

ｽﾛｰｶﾞﾝ

　　　吉永ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

燃えろ吉永、
心一つに全員野球

ｽﾛｰｶﾞﾝ

①今年度の活動において
　伝えたいことや嬉しい出来事
　岡山県２号球県大会予選ﾘｰｸﾞ１位通過、
　中四国大会へ出場（ﾍﾞｽﾄ８）
②今年度の活動を通じて子供たちが一番
　 成長したこと
　「挨拶、感謝、努力、技能、心身」　この５つ
　を子供達に教え、特に心身を鍛錬し自分
　自身を確立することが一番成長したと思う。
③今年度の活動で一番苦労していること
　団活動中は挨拶はよく出来ているが、
　それ以外ではあまり出来ていないので、
　そのことを教えるのに苦労している
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達に
　 どのように教えていただいているか
 1．自ら進んで元気に大きな声で挨拶をする。
 2．仲間のミスのフォロー、支えてくれる全ての
 　 人への感謝
 3．県予選で優勝し、全国大会へ出場する
　　目標に向かって日々の練習に励んだ
 4．基本を学ばせ、繰り返し練習する。
 5．チームワークの大切さ。
⑤当財団に望むこと、期待すること
　今後ともスポーツ少年団活動にご支援を
　宜しくお願いします。

　　山陽ﾗ･ﾍﾟｯｼｭｽﾎﾟｰﾂ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

目標と夢を簡単に諦めない
強い意志を育てる、
夢への挑戦

①今年度の活動において
　伝えたいことや嬉しい出来事
　２年連続全国大会出場、
　岡山県２号球大会春秋優勝
②今年度の活動を通じて子供たちが一番
　 成長したこと
　試合での勝利、厳しい練習で精神面が
　一番成長した。
③今年度の活動で一番苦労していること
　団員が少なくなり、団員確保すること。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達に
　 どのように教えていただいているか
　練習、試合前後のﾐｰﾃｨﾝｸﾞの時に
　話している。今後もしっかり教えて
　いきたい。
⑤当財団に望むこと、期待すること
　助成金をありがとうございました。
　今後とも助成事業の継続を
　お願いします。

ｽﾛｰｶﾞﾝ

当財団の名称が変わります！

現　在 財団法人赤岩公徳体財団

公益法人メイト公徳体財団

新名称



 

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
当団３０周年記念大会を開催することができた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
自分達からチームの中でどう動くか話が出来る
ようになった。
③今年度の活動で一番苦労していること
年々、団員数が減ってきていて、増やすことに苦労している。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
当団のスローガンの中にも含まれていることであり、バレーボールを通じて日々具体的に
その都度声掛けをして教えている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
助成金を頂き、備品を購入することが出来ました、ありがとうございました。
今後も助成金制度が末永く続くことを望んでいます。

ｽﾛｰｶﾞﾝ
元気な挨拶、仲間への思いやり、
自分から進んで物事に取り組む

　　　　日生ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [備前市]ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
指導者が変わり、新しいチームを作り上げる時期で、
保護者の方々にお手伝いいただき、指導に専念できる
ことに感謝している。一人一人の子供の成長が喜び。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
仲間意識。真剣に取り組むことにより、皆が一つになった喜びを感じてくれたとき。
③今年度の活動で一番苦労していること
団員数が減り、活動行事を行ううえで育成会の負担増と経費増。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
１．自らが手本となる　2.試合で必ず話をする　３．目標を試合毎に設ける
４．基礎から少しずつ個々に応じて　５．その場その場で1人1人に語りかける。
⑤当財団に望むこと、期待すること
子供達がﾊﾞﾚｰを通じ、成長する活動において、不自由なく活動できる事に感謝してい
る

ｽﾛｰｶﾞﾝ
ﾊﾞﾚｰを通して仲間への思いやりを大切にし、感謝
の気持ちを持ちながら心身ともに明るく礼儀正しく

　　　　吉永ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [備前市]ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
男子が２人入団し、今までとは違った雰囲気で練習している。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
５、６年生の団員が練習中に大きな声を出すことが出来始めた。１年生の面倒を６年生
が進んで見てくれ、挨拶が出来ていない子に５、６年生が促してくれている。
③今年度の活動で一番苦労していること
「ここ１番」という大切な場面で、軸となる６年生の気持ちがしぼむこと。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
 「さわやかな挨拶」と「思いやりと感謝の心」は自分と相手が気持ち良くなることなので指
導者任せでなく育成会でも子供達に促している。子供達の手本となるよう、育成会も大き
な声で挨拶している。
⑤当財団に望むこと、期待すること
毎年、著名人の講演会があるので今年も楽しみにしています。毎年続いて欲しいです。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 勝ちたいときは声を出せ

　　　　城南ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [赤磐市]ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
５、６年前にブロック別１組で優勝した先輩たちと同じ
１組で優勝することができた。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
厳しい練習にも耐えて少しづつ出来なかったことが
出来てきている。
③今年度の活動で一番苦労していること
人数が少ない為、収入より支出が多いのに苦労している。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
当団と同じ理念のため子供たちも十分分かっている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
できれば、来年も助成金をいただけたらと思っています。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 厳しい練習で精神面を鍛え、中学にあがっても
強い心を持って大きく成長していく

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
シーガルズに教えてもらったこと。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
技術はもちろん、心も成長した。
③今年度の活動で一番苦労していること
チームメンバーが少ない為、対戦練習ができないこと。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
大きな声で挨拶することや、感謝の気持ちを忘れずに・・・など。
⑤当財団に望むこと、期待すること
特になし。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 元気に楽しく！

　　　　伊里軟式野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団 [備前市]軟式野球

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
楽しく真剣に打ち込んでいる姿勢がはっきり見える。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
“決してあきらめない”そして“努力は必ず報われる”
ことを感じている様子が見える。
③今年度の活動で一番苦労していること
ケガをしないようにする為に普段から気を付けておく事があると感じ、ストレッチや柔軟の
大切さを感じる。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
財団の理念と当団の指導方針はほぼ同じであり、練習や試合の前後のミーティングで事
ある毎に一つ一つ指導者から言葉と言動で伝えている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
今後もこうした積極的支援の継続を御願い致します。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 「礼儀」「努力」「感謝の気持ちを忘れない」

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
夏に県大会出場したこと。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
笑顔と大きな声で挨拶が出来るようになった事。
③今年度の活動で一番苦労していること
新入団員の獲得。体験入団実施や募集の案内を作成し、最寄りのスーパーなどに
掲示をお願いするのもなかなか難しくなってきている。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
保護者である自分達が率先して人間としての姿をみせることと、それぞれの立場を思い
やり、協力し合う姿で、子供達も仲間を思いやりつつ野球に精進する心を養って欲し
い。
⑤当財団に望むこと、期待すること
助成金制度を実施してくださるおかげで、私達を含め、多くの団体が向上させて頂くことがで
き心より感謝申し上げます 今後とも子供達の輝かしい未来のために宜しくお願いします

ｽﾛｰｶﾞﾝ 「努力」「集中」「感謝」

ｽﾛｰｶﾞﾝ 一球に集中し、大きな声を出して
最後まで諦めないでプレーする

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
創設30周年を迎え、12月に記念大会を開催した。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
夏の暑い日に練習や試合を行い、体力・気力が
ついてきた。我慢強くなってきた。
③今年度の活動で一番苦労していること
指導者が、仕事の関係上練習に参加できなくなってきたこと。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
誰にでも大きな声で挨拶。技術向上は、見て、やって、聞いて、友達に
教えて、ノートに書いて覚えることで、上手になるということを教えている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
特になし。

ｽﾛｰｶﾞﾝ サッカーを通じ、健全な精神と健全な肉体の育成

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
いつも試合で負けてばかりでしたが、4年生以下の大会で
勝つことができた。5年生以下の大会でも、1点入れる事が
でき、子供たちも保護者も大変喜んだ。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
“試合で勝ちたい”“１点取りたい”という気持ちが生まれ、どうすれば上手になれるか考え
る子供が出てきた。
③今年度の活動で一番苦労していること
団員数が増え2-6年生までのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが上手くいかなかったり、指導者が少ないこと。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
大きな声で挨拶をする、友達を傷つける言葉は言わない、自分勝手な行動をせず、チー
ムとして行動する。
⑤当財団に望むこと、期待すること　　助成金と子供達の未来の為の活動を継続して頂きたい。

　　　　行幸ｽﾎﾟｰﾂ少年団 [瀬戸内市]ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

ｽﾛｰｶﾞﾝ
感謝の気持ちを忘れず、心をひとつに
目指せ　全国大会出場 翔け 行幸！

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
中四国大会男女ペア出場
（女子：全国大会出場、男子：瀬戸内長船名刀杯優勝）
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
仲間と共にプレーし、共に活動（キャンプなど）し、一緒に楽しむことと同時に相手を思いやる気持
ちや感謝の気持ちを持つようになった。
③今年度の活動で一番苦労していること
チームが盛り下がってしまっている時に打破していくための力となるムード作りに苦労している。沈
んでいる時にこそ、弾けれる気持ちの強さを持つようにしたい。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
今の自分に満足することなく、高い目的意識を持つ。また地味な努力を続けることの大切さを話し
ている。上級生と下級生の交流を深め、また相手を大切に思いやりの気持ちを育てるために夏の
ｷｬﾝﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄでは異年齢とのﾁｰﾑでｱｽﾚﾁｯｸや寝泊りも体験した。
⑤当財団に望むこと、期待すること ｽﾎﾟｰﾂを通して成果を出している方の講演会を続けてほし

　　　　ﾄﾞﾙﾌｨﾝｽﾎﾟｰﾂ少年団 [備前市]ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

ｽﾛｰｶﾞﾝ 笑顔で元気な挨拶

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ帳のやりとり。他のチームと試合だけでなく
その後のつながりができるように連絡し合っている。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
お互いを仲間として尊敬し、高め合いながら成長することができた。
③今年度の活動で一番苦労していること
6年生2人と他のメンバーが2年目、1年目という技術面でも差がある中、2、3年を含め12
人で活動してきた。指導も苦労したが、低学年もがんばった１年だと思う。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
「挨拶」は基本で常に言っている。そういう基本的なことが大切で他のチームとのつなが
りも出来、同じ目標に向かって頑張れるんだということを伝えている。
⑤当財団に望むこと、期待すること
今年は助成金の対象になりとてもうれしく思います。大切に使わせていただきました。

　　　　佐伯ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [和気郡]ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において伝えたいことや嬉しい出来事
県内ﾁｰﾑとの交流が増えたため、東備地域の5・6年生
でﾁｰﾑを作り、県内地域代表ﾁｰﾑと交流試合が出来た。
②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと
人と競う考えではなく、今の自分よりもﾚﾍﾞﾙｱｯﾌすることﾟを少しずつ取り組むことができた。
③今年度の活動で一番苦労していること
人数が少なくなったため、全学年で練習することとなり、メニュー的にも難しく他チームとの合同
練習調整を行っている。
④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
一日のスタートは挨拶で始まるため家でしっかりと親から挨拶をしている。ｿﾌﾄができる環境の中
に道具や仲間があるので友を大切に道具の手入れを忘れずと日頃の練習で取り組んでいる。
⑤当財団に望むこと、期待すること
大変お世話になり、団がここまでになりました。更に人数が少なくなる中”佐伯でｿﾌﾄをしてよかっ
た”という思いで卒団させてやりたいと指導者一同取り組んでいます。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 一所懸命、一緒懸命、全力疾走

　　　　本荘ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [和気郡]ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 　　　　今城ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [瀬戸内市]ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

　　　　長船ﾌﾚﾝｽﾞ軟式野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団 [瀬戸内市]軟式野球

　　　ｿﾚｲﾕ吉永ｻｯｶｰｽﾎﾟｰﾂ少年団 [備前市]ｻｯｶｰ

　　　　瀬戸ﾄﾞﾘｰﾑｽ軟式野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団 [岡山市]軟式野球
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